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エッジ状態電子スピンの電気的コヒーレント制御
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半導体量子ドットや超伝導素子における量子二準位系（qubit）を制御する実
験技術が飛躍的に発展し、固体素子における実用的な量子情報処理の実現も決し
て夢物語ではなくなってきた。近年は qubitそのものの研究に加えて、「多数の
qubitの間でどのようにしてコヒーレントに情報をやり取りするか」というテー
マが注目されるようになってきた [1,2]。講演者はこのような量子情報の媒体とし
て、コヒーレントな電子波のスピンに着目した。整数量子ホール系のエッジ状態
と呼ばれる電子波の軌道をゲート電圧によって制御することで、スピン軌道相互
作用を利用して電気的にスピンの歳差運動を制御・測定することができた [3]。こ
れはスピンによる量子回路、“ flying qubit”の実現に向けた第一歩と言える。
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